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「次代への胎動」

株式会社カルティベイト
代表取締役　開（比嘉） 梨香

　
「
キ
ラ
キ
ラ
と
目
が
輝
き
、
弾
け
る
よ

う
な
笑
顔
に
な
る
。」
我
々
青
少
年
交

流
に
携
わ
る
者
が
勢
い
づ
く
瞬
間
だ
。

そ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
は
早

い
。
海
綿
が
水
を
吸
収
す
る
よ
う
に
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
。
様
々
な
体
験

や
交
流
を
経
て
、
彼
ら
が
作
り
上
げ
る

世
界
は
我
々
大
人
の
胸
を
打
つ
。

　

沖
縄
に
は
そ
の
極
み
と
も
い
え
る

事
業
が
あ
る
。『
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

Y
D
PO

）』
－

２
０
０
９
年
に
内
閣
府
の
直
轄
事
業『
ア

ジ
ア
青
年
の
家
（A

Y
EPO

）』
と
し
て

始
ま
り
、
そ
の
後
、
国
が
創
設
し
た
『
万

国
津
梁
人
材
育
成
基
金
』
を
活
用
し
て

沖
縄
県
主
催
で
継
続
し
て
い
る
国
際
交

流
事
業
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
14
カ
国
か
ら

各
々
２
名
が
沖
縄
の
地
に
集
い
、
本
土

14
名
、
地
元
14
名
の
高
校
生
と
と
も
に
、

３
週
間
に
わ
た
っ
て
寝
食
を
共
に
し
な

が
ら
、「
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
学
び
・

交
流
し
、
20
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り

上
げ
る
と
い
う
も
の
だ
。
国
内
に
は
多

様
な
国
際
的
交
流
事
業
が
あ
る
が
、
ア

ジ
ア
15
カ
国
の
高
校
生
が
一
同
に
集
結

す
る
こ
と
、
３
週
間
も
の
合
宿
で
あ
る

こ
と
、
参
加
高
校
生
の
学
び
を
大
学
生

チ
ュ
ー
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
れ
を

大
人
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
指
導
す

る
と
い
う
多
重
構
造
で
人
材
を
育
成
し

て
い
る
こ
と
、
閉
会
式
ま
で
の
道
の
り

が
綿
密
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
つ
つ
も
、
参

加
生
や
チ
ュ
ー
タ
ー
の
主
体
性
・
自
発

性
を
重
視
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
、
途
中
で
民
泊
す
る
こ
と
な
ど

が
、
他
に
類
を
み
な
い
特
徴
だ
。
し
か

も
「
全
員
が
家
族
」
に
な
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
の

黒
川
清
氏
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
室
山

哲
也
氏
な
ど
、
国
際
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
講
師
陣
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
や
り

く
り
し
て
、
毎
年
喜
ん
で
参
加
し
て
下

さ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

我
が
社
は
５
年
間
続
け
て
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
託
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
３
週
間
で
、
人
種
・
言
語
・
宗
教
・

社
会
環
境
・
経
済
環
境
、
そ
し
て
個
性

が
違
う
高
校
生
た
ち
が
、
ふ
れ
あ
い
・

ぶ
つ
か
り
・
汗
を
か
き
な
が
ら
創
り
上

げ
る
世
界
は
、
我
々
大
人
を
圧
倒
す
る

ほ
ど
に
な
る
。
一
人
ひ
と
り
の
伸
び
し

ろ
の
大
き
さ
に
は
唸
る
し
か
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
共
に
体
験
・
交
流
す

る
と
、
涙
の
別
れ
は
付
き
物
だ
。
と
こ

ろ
が
、
３
週
間
も
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
、

英
語
で
講
義
を
聴
き
、
英
語
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
と
な
る
と
訳
が
違

う
。
内
容
が
理
解
で
き
な
い
落
ち
込
み
、

言
葉
が
通
じ
な
い
苛
立
ち
、
意
見
の
衝

突
、
わ
が
ま
ま
の
噴
出
、
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
壁
が
次
々
に

や
っ
て
来
る
。
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る

な
か
で
生
ま
れ
る
参
加
者
の
絆
は
半
端

な
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
環

境
や
価
値
観
が
全
く
違
う
国
々
に
住
む

高
校
生
が
共
に
作
り
上
げ
た
ビ
シ
ョ
ン

を
発
表
す
る
閉
会
式
は
、
我
々
大
人
の

胸
を
打
つ
の
だ
。

　

彼
ら
を
学
習
面
・
精
神
面
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
大
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
海
外

留
学
生
６
名
と
県
内
大
学
生
が
６
名
。

海
外
組
は
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
か
ら
応
募
し
て
来
る
１
０
０
名
余
の

中
か
ら
選
出
さ
れ
、
県
内
組
の
倍
率
も

４
〜
５
倍
に
な
る
。過
去
の
チ
ュ
ー
タ
ー

経
験
者
の
多
く
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了

証
を
就
活
に
活
か
し
、
め
ざ
す
企
業
に

採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
高
校
生
参
加
者

の
多
数
は
、
そ
の
後
、
意
欲
的
に
留
学

や
国
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
海
外
で
は
起
業
家
も
現
れ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
７
年
間
の
参

加
高
校
生
４
５
１
名
（
う
ち
県
内
高
校

生
１
０
０
名
）、
大
学
生
の
べ
96
名
も
の

A
YDPO

・A
YEPO

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

事
業
終
了
後
も
交
流
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
い
高
校
生
は
大

学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
事
業
に
帰
っ

て
来
て
い
る
。
き
っ
と
彼
ら
は
、
将
来
の

沖
縄
・
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。
外
交
官
や
政
府
高
官
の

子
弟
が
多
い
海
外
か
ら
の
参
加
生
は
、
20

年
、
30
年
後
に
は
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
沖
縄
を
軸
に
ア

ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋

が
っ
て
い
く
と
い
う
未
来
も
現
実
味
を

帯
び
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る

ひ
と
つ
の
道
が
見
え
始
め
た
。

　

今
年
は
、
万
国
津
梁
人
材
育
成
基
金

の
最
終
年
度
。『
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
も
最
後
の
年
と
な
る
。

す
で
に
各
国
か
ら
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
と
い
う
。

ア
ジ
ア
各
国
で
認
知
さ
れ
、
期
待
さ
れ

て
き
た
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次

代
へ
の
胎
動
は
始
ま
っ
た
。
終
わ
ら
せ

て
は
も
っ
た
い
な
い
。
事
業
継
続
の
道

が
開
か
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。


